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 論文審査の結果の要旨
 景山正紀提出の論文は抗生物質カナデンソリドとセスキテルペノイドのオクシデノールの合
 成に関する研究であり,つぎの3章から成っている。
 第1章序論につづき,第2章ではオレフインジカルボン酸の銀塩をジメチルスルホキシドま
 たは亙,1V一ジメチルホルムアミド中でヨードおよび酢酸銀で処理して,一.段階でビスラクト
 ンを合成する新しいビ.スラクトン化反応を発見し,これを種々の基質に適用して一般性がある
 ことを認めた。これをカナデンソリッドの合成に利用した。すなわちE一ノナー1,4一ジエ
 ンー2,3一ジカルボン酸を立体選択的に合成し,これに本反応を適用したところカナデンソ
 リッドが一段階で生成した。同様にしてエピカナデンソリッドも合成できた。さらに本反応を
 オレフインヒドロキシカルボン酸にも適用したところ,種々のエーテルラクトン類を立体選択
 的に合成できることを見出している。
 第3章ではジヒドロオキセピン環をもつことが特徴であるオクシデノールの合成を試みてい
 る。この化合物は3,4一エポキシゲルマクラー1,5一ジエンの〔3,3〕シグマトロピー
 転位によって生合成されると推定されている。著者は生合成類似の方法で合成することを計画
 し,予備実験としていくつかの鎖状3,4一エポキシー1,.・5一ジエン類を合成し,その転位
 反応を種々の条件で試みたが,期待したジヒドロオキセピンは生成しなかった。これは遷移状
 態における立体障害が原因と考えられる。そこで10員環状のE,E一エポキシジエンの合成に
 ついて種々のアプローチを試みた。これらのアプローチは二重結合に関して,必要な立体化学
 をもった鎖状化合物の閉環反応によって10員環を作ろうとするものであったが,種々の基質お
 よび閉環の条件を使ったにも拘らず,期待した閉環は起きず,この種の閉環は一般的には困難
 であることが判明した。
 以上の著者のカナデンソ1フッドおよびオクシデノールに関した研究は,天然物合成における
 重要な知見を与えるちのであり,このことは著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研
 究能力と学識を有することを示している。よって景山正紀提出論文は理学博士の学位論文とし
 て合格と認める。
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